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研究課題名「施設入所高齢者の栄養摂取状況の変化が QOLに及ぼす影響 
」に関する情報公開 
 
１．研究の対象 
本研究の対象者は、北九州市内の（株）さわやか倶楽部 介護付有料老人ホーム入所者
のうち、2015年 12月から 2016年 3月の間に、本研究への参加について説明を受け、
文書で同意された方です。 
 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 
食べることや飲み込むことの困難さ、栄養摂取と QOLとの関連を分析することを目
的としています。さらに、約 10ヵ月後に 2回目の調査を実施し、栄養摂取状況や健康
状態の変化と 1回目の調査時の QOLや 2時点の QOL変化との関連について分析しま
す。 
 
研究方法： 
研究に参加していただく方々には、以下のことをお願いします。 

1) アンケートによる調査 
食事がとりにくかったり、飲み込みにくかったりすることが、あなたの毎日の生活に

どのような影響を与えているのかや日常生活の質などについて、アンケートに 2回答え
ていただきます。1回目のアンケートから約 10ヵ月後に、2回目のアンケートをおこ
ないます。 

2) 医療情報の提供 
入所施設の記録から、研究期間中の食事の様子や健康状態、これまでの病歴などをご

提供いただきます。記録の情報が不足している場合のみ、ご本人に直接お尋ねさせてい

ただきます。 
 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2028年 3月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報：アンケートへの回答、入所施設の記録（栄養摂取状況、健康状態など）等 

 
 



 

 

 

４．外部への試料・情報の提供 
アンケート、栄養摂取状況・健康状態などの情報は、個人識別可能な情報（氏名、生

年月日など）を含まない形で、九州歯科大学老年障害者歯科学分野（研究開始時の研究

代表者の所属）から広島大学大学院医系科学研究科口腔保健疫学に送られます。移送さ

れたデータを用いて、分析用データセットを広島大学で作成し、データセットは名古屋

大学大学院医学系研究科予防医学、東北大学大学院医学系研究科肢体不自由学、九州歯

科大学多職種連携推進ユニットに提供され、分析に使用されます。 
 
５．研究組織 
九州歯科大学歯学部多職種連携推進ユニット 藤井 航 
広島大学大学院医系科学口腔保健疫学 内藤 真理子 
九州歯科大学歯学部歯科衛生士育成ユニット 磯部 彩香 
東北大学大学院医学系研究科肢体不自由学分野 鈴鴨 よしみ 
九州歯科大学歯学部 小林 さおり 
名古屋大学大学院医学系研究科予防医学分野 若井 建志 
  
６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
 
  連絡先： 
   住所：名古屋市昭和区鶴舞町65 

電話番号：052-744-2132 
担当者：名古屋大学大学院医学系研究科予防医学 若井 建志（研究責任者） 

 

研究代表者： 

九州歯科大学歯学部多職種連携推進ユニット 藤井 航 


